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青少年等インターネット適正利用促進出前講座業務 

企画提案コンペにかかる質問への回答 

 

１ （質問） 

「講座対象者 青少年 、保護者等」と記載ありますが、対象者は異なる上で実施

する内容は同様で良いのでしょうか。（青少年のみや、保護者のみ、青少年と保護者

と参加パターンが複数ある場合の講座内容について） 

 （回答） 

講座の対象者は小学生（低学年、高学年）、中学生、高校生、保護者等です。 

対象者に応じた講座内容での講座を実施していただくことになります。 

２ （質問） 

 講座の時間は、受託者と受講者にて協議するのでしょうか。受託者にて都合がつか

ない日時を希望された場合、代替案を受託者から提示してよいのでしょうか。 

（回答） 

講座受講申請の取りまとめは委託者（三重県）が行います。 

申請時に申請者から数回分の希望を聞き取りますので、委託者と受託者で協議のう

え、申請者の希望に沿った日時で講座を開催することになります。 

３ （質問） 

 「受講者数等に応じて、必要とする人数の講師で対応すること」と記載ありますが、人

数の規定はありますでしょうか。（例 受講者 1～20名：1名対応可、21～40名：2名以

上など） 

（回答） 

 人数の規定はありません。 

４ （質問） 

 「受講者が用意する会場において実施すること」とありますが、具体的にどのような場

所が想定されるのでしょうか？また、個人宅への派遣などを希望される場合は、トラブル

防止等を考慮して派遣を断るもしくは場所を変更していただくことは可能でしょうか。

（例：女性宅への男性講師 1名派遣や、男性宅へ女性講師 1名の派遣など） 

（回答） 

 学校の教室、体育館などを想定しています。 

 個人での開催は想定していません。 

５ （質問） 

 「講座に必要な機材は受託者が準備すること」と記載ありますが、会場の規模や参加人

数が不透明な状態で、具体的に何を準備する想定をしておけば宜しいでしょうか。 

（回答） 

 パソコン、スクリーン、その他講座の実施に必要なものを想定しています。 

６ （質問） 

 講座内容について「受講者からの要望に応じて柔軟に対応すること」と記載あります

が、希望される受講者にて内容が異なるという事でしょうか。 

また、「講座に使用するテキストデータ は委託者と協議のうえ決定すること。」と記載も
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ありますが、受講の希望がある毎に、委託者と都度協議を行い内容を確定させるのでしょ

うか。 

（回答） 

 契約締結から申請受付開始までの間に、委託者と受託者にてテキスト内容について協 

議をして基本となるテキストを定めます。 

 申請受付時に受講者から講座の内容について特定の要望があり、テキスト内容を変更 

して講座を実施する場合にはその都度協議を行います。 

７ （質問） 

 講座内容について「受講者からの要望に応じて柔軟に対応すること」と記載あります

が、具体的にどのような内容まで受託者にて対応するのでしょうか。 

（回答） 

 受講者から重点的に取り扱ってほしい内容の要望がある場合、可能な限り要望に沿っ 

た講座を実施できるように委託者と協議を行います。 

８ （質問） 

 変更契約についてですが、本契約は 1 回あたりの講座単価を見積書にて提示し、実際

に開催した講座数に講座単価を乗じた額の支払いという認識で間違いないでしょうか？

また、40回を上回る場合においても、契約上限額とは関係なく支払われるのでしょうか。 

（回答） 

 ４０回の講座を実施するものとして契約し、講座実施回数が４０回を下回る場合は減 

額、上回る場合は増額の変更契約をすることになります。 

 ただし、４０回を上回る講座を実施をするか否かは、委託者で判断させていただきま

す。 

９ （質問） 

 講座単価に応じた実施回数が契約上限額を超える場合は、受講者からの講座希望を断

る形で問題ないのでしょうか。 

（回答） 

 ４０回を上回る講座を実施するか否かは、委託者で判断させていただきます。 

10 （質問） 

 最低実施回数などの制限はあるのでしょうか？また、最低実施回数がある場合、未達成

のペナルティなどはあるのでしょうか。 

（回答） 

 最低実施回数の制限はありません。 

 ４０回に満たない場合は、回数別見積明細書に基づき変更契約により減額することに

なります。 

11 （質問） 

 委託者と受託者にて執り行う業務は、「テキストの確認」 のみになりますでしょうか。

※講座実施までの流れにおいての場合です。後の報告などは実施すると認識しておりま

す。 

（回答） 

 講座実施まではテキスト内容、アンケート内容、申込書、広報チラシの協議を行いま
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す。 

12 （質問） 

 委託者として受講者を募る為の広報は実施される予定でしょうか。 

（回答） 

 実施する予定です。 

13 （質問） 

 過去の実施実績はどのようになっておりますでしょうか？またその際の広報はどのよ

うにされておりましたでしょうか。 

（回答） 

 昨年度は３０回の講座を実施しました。 

 学校への広報を行いました。 

14 （質問） 

 今年度の事業において、どのような広報に対してどの程度の受講希望が集まると想定

されておりますでしょうか。 

（回答） 

 昨年と同様の広報を想定しています。 

 昨年の申請状況からおおむね４０回の受講希望を想定しています。 

15 （質問） 

 本事業に関するニーズはどのように確認されておりますでしょうか。 

（回答） 

 昨年度の実施アンケートにてニーズがあるものと判断しています。 

16 （質問） 

 日程調整や委託者のテキスト確認の期間を設ける為、受講の予約受付日を設ける形で

も問題ないでしょうか。（例：受講希望日の 3週間前までに予約する必要がある） 

（回答） 

 講座開催に向けた準備のために、予約受付日を設けることを想定しています。 

17 （質問） 

 受講者の取りまとめに指定の方法はなく、受託者にて定めて問題ないでしょうか。 

（回答） 

 受講者の取りまとめは委託者が行います。 

18 （質問） 

 実際に三重県内で発生しているインターネットを介した犯罪の例をご教示していただ

きたいです。 

（回答） 

 県内では児童買春・児童ポルノ禁止法、三重県青少年健全育成条例、刑法の被害者とな 

るケースがありますが、個別の内容については把握がありません。 

 講座は青少年が巻き込まれやすい犯罪やトラブルを防止する内容の講座実施を想定し

ています。 

19 （質問） 

 初回の講座開始日はいつを想定されておりますでしょうか。 
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（回答） 

 テキストの協議の進捗にもよりますが、８月ころを想定しています。 

20 （質問） 

 アンケートはフォーム回答の方法で問題ないでしょうか。 

（回答） 

 形式は問いませんが、業者選定後の協議により決定します。 

21 （質問） 

 提案書の内容に「年齢別の区分け」と記載されておりますが、必要な年齢の層と区別の

区間はどのようにさせていただけば宜しいでしょうか。 

（回答） 

 講座の対象者は小学生（低学年、高学年）、中学生、高校生、保護者等です。 

 実施する講座に適切な区分分けを提案していただきます。 

22 （質問） 

 提案書の内容に「回数別見積詳細」と記載されておりますが、２０ページ以内の提案書

に、別添様式とは別に、見積に関する内容を記述する必要があるのでしょうか？金額に関

する記述は、企画提案書には不要なのでしょうか。 

（回答） 

 見積に関する内容は「回数別見積明細」に記載していただければよいですが、その他に 

 も見積に関する説明が必要であれば企画提案書で説明を作成いただいても構いませ

ん。 

23 （質問） 

 実際に講座で使用する資料を添付できると認識しているのですが、提案時の内容から

実際の講座において変動することは可能でしょうか。 

（回答） 

 業者選定後、委託者と受託者にて講座内容について協議しますので、変動することを想 

 定しています。 

 


